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価値
構成する 

諸要素
説明（性格） 具体例 保存管理の方法 地区

　

本
質
的
価
値

本質的価

値を構成

する諸要

素

全体

史跡地と一体と

なり、本質的価

値を構成するも

の

輪郭式方形プランの平山

城、曲輪群、亀山の地形

・丸亀城跡の基盤となる亀山の

斜面地をはじめ、石垣や盛土な

どの遺構の現状、雨天時の排水

状況等を日常的に観察し、き損

等の恐れのある場所をいち早く

把握し、適切な未然防止策を迅

速に講じる。
 

・定期的に除草や樹木の剪定を

行い、石垣や遺構の顕在化、記

録化を図り、適切に保存を図る。
 

・文化庁及び香川県教育委員会

や学識経験者の指導・助言を受

けながら必要な保存整備を実施

する。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

遺構

本丸跡・二の丸跡・三の丸

跡・帯曲輪跡・下曲輪跡等

の曲輪、櫓台、枡形、土塁、

堀等の遺構およびこれらに

付随する石垣、切岸、礎石、

井戸、排水路（石樋）、石

段（雁木）など

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

埋設石垣などの石垣の背面

構造、地下に埋もれている

御殿の園池、土塀の基礎石

組など

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

遺物
丸亀城に直接関わる出土遺

物（瓦・陶磁器・鉄製品など）

・資料館や出土土器収蔵整理施

設で適切に整理・保管・公開し、

必要に応じて、保存処理等を行

う。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

建造物

天守 

大手門一の門・二の門・東

西土塀 

玄関先御門・番所・長屋・

土塀

・脆弱部の点検や観察、適切な

修理を行う。

・文化庁及び香川県教育委員会

や学識経験者の指導・助言を受

けながら耐震対策等の必要な措

置を講じる。

Ａ 

Ｃ
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価

値

構成する

諸要素
説明（性格） 具体例 保存管理の方法 地区

そ
の
他
の
価
値

本質的価

値に関連

する諸要

素

遺構

史跡地と一体と

なって、歴史的経

緯を示すもの

堀の水 

陸軍による大手石橋など

の近代構築物 

史跡保存顕彰碑などの石

碑

・丸亀城跡の遺構とともに、適

切に保存を図る。保存に影響が

ある場合は、移設するなど、適

切な対応を図る。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ
美術工

芸 品・

歴史資

料等

史跡地と分離され

ているが、歴史的

経緯を示すもの

絵図・木図・古文書類 

城主ゆかりの宝物類（ニッ

カリ青江など）

・資料館等で適切に整理・保管・

公開し、必要に応じて、保存処

理や修理等を行う。

保存・活

用に有効

な諸要素

保存のための施設

井戸の上屋、防火施設、

園路側溝（史跡地保全・

公園施設用）、内堀利水施

設、噴水器（内堀内）、車

止めバリカー

・定期的な点検と維持管理を行

い、施設の長寿命化を図りなが

ら、必要に応じて更新を図る

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

活用のための施設

史跡説明板、ガイダンス

施設、遺構井戸上屋、ト

イレ、園路、階段、柵、

垣根、照明施設の設置、

天守・石垣のライトアッ

プ装置など

・定期的な点検と維持管理を行

い、施設の長寿命化を図る。

・要不要を整理し、必要に応じ

て新設、改修、移設する。

資料館建物、観光案内所

建物、延寿閣別館、西側・

東側内堀渡り土手、ベン

チ、あずまや、水飲み場、

電柱、花壇、桜などの公

園樹

・定期的な点検と維持管理を行

い、施設の長寿命化を図る。

・要不要を整理し、必要に応じ

て新設、改修、移設し、史跡公

園、都市公園として適切な環境

を維持する。

環境に関

する諸要

素

自然・環境的要素

樹木・草本 

地形、地質 

景観、眺望

・樹木や草木は適切に管理し、

史跡公園、都市公園として適切

な環境を維持する。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ
・史跡地としての景観や眺望を

適切に維持・改善する。

その他の

構成諸要

素

上記以外の施設

城内グラウンド、遊具、

石碑、（史跡地に関連性が

薄いもの）

・計画的に移設する。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ
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価値
構成する

諸要素
説明（性格） 具体例 現状変更の基準 地区

　

本
質
的
価
値

本質的価

値を構成

する諸要

素

全体

史跡地と一体と

なり、本質的価

値を構成するも

の

城輪郭式方形プランの平山城、

曲輪群、亀山の地形

・排水施設の復旧や新設など

保存のための整備、活用のた

めの遺構に基づく整備につい

ては許可する。
 

・一時的な工作物の設置は許

可する。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

遺構

本丸跡・二の丸跡・三の丸跡・

帯曲輪跡・下曲輪跡等の曲輪、

櫓台、枡形、土塁、堀等の遺

構およびこれらに付随する石

垣、切岸、礎石、井戸、排水路（石

樋）、石段（雁木）など

・原則として保存のための行

為以外は許可しない。
 

・石垣の解体修理は必要最低

限の範囲に限り許可する。
 

・一時的な工作物の設置は許

可する。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ

埋設石垣などの石垣の背面構

造、地下に埋もれている御殿

の園池、土塀の基礎石組など

・保存のための行為以外は許

可しない。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

建造物

天守 

大手門一の門・二の門・東西

土塀 

玄関先御門・番所・長屋・土

塀

・保存のための行為以外は許

可しない。

Ａ 

Ｃ

そ
の
他
の
価
値

本質的価

値に関連

する諸要

素

遺構

史跡地と一体と

なって、歴史的

経緯を示すもの

堀の水 

陸軍による大手石橋などの近

代構築物 

史跡保存顕彰碑などの石碑

・保存活用に不用なものの除

却は許可する。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

保存・活

用に有効

な諸要素

保存のための施設

井戸の上屋、防火施設、園路

側溝（史跡地保全・公園施設

用）、内堀利水施設、噴水器（内

堀内）、車止めバリカー

・保存のための改修、新設に

ついては、遺構の保護を前提

として許可する。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ
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価値
構成する

諸要素
説明（性格） 具体例 現状変更の基準 地区

そ
の
他
の
価
値

保存・活

用に有効

な諸要素

活用のための施設

史跡説明板、ガイダンス施設、

遺構井戸上屋、トイレ、園路、

階段、柵、垣根、照明施設の

設置、天守・石垣のライトアッ

プ装置など

・活用のための改修、更新、

新設については、遺構の保護

と景観への配慮を前提として

許可する。
Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

資料館建物、観光案内所建物、

延寿閣別館、西側・東側内堀

渡り土手、ベンチ、あずまや、

水飲み場、電柱、花壇、桜な

どの公園樹

・活用のための改修、更新に

ついては、遺構の保護と景観

への配慮を前提として許可す

るが、新設は認めない。

環境に関

する諸要

素

自然・環境的要素

樹木・草本 

地形、地質 

景観、眺望

・景観に配慮し、遺構の保護

や地形の改変を伴わないこと

を前提として必要最小限で許

可する。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

その他の

構成諸要

素

上記以外の施設
城内グラウンド、遊具、石碑、

（史跡地に関連性が薄いもの）

・除却以外の現状変更は許可

しない。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ
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